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【派遣支援期間中の研究計画】図表を含めてもよいので、わかりやすく記述してください。２ページ以内で記述して下さい。 

（１）研究目的・内容 

  ①図表を含めてもよいので、研究目的、研究方法、研究内容についてわかりやすく記述して下さい。 
  ②どのような研究で、何を、どこまで明らかにしようとするのか記述して下さい。 

① 研究目的 

氷の結晶性（ファブリック、結晶不完全性）や含有物の分布・化学状態は、結晶成長プロセスおよびその

後の熱・応力履歴を反映したものである。本研究では、申請者が有する、氷・氷関連物質の基礎物性を調べ

るためのノウハウ、それを用いて氷床コアの性状を研究してきた経験を活かし、エドマ氷体の構造およびそ

の形成過程の解明を目指す。 

② 研究方法 

今夏にアラスカで採取する（万が一サンプリング出来なかった場合は、既存の）永久凍土地下氷（準備状

況参照）に対して、通常の可視光観察（光学顕微鏡観察および薄片偏光観察）に加えて以下の実験を行う。 

１）X 線回折による氷の構造解析 

 低温試料用結晶全方位アナライザーを用いて、地下氷多結晶体を構成する各氷単結晶の方位（a 軸および c

軸）を測定し、結晶ファブリックの統計解析を行う。また、X 線回折線の線幅を解析することで、氷試料に

含まれる欠陥（転位）の密度（氷変形履歴の指標となる）を見積もる。 

２）氷内部構造のマイクロフォーカス X 線断層撮影（MFXCT） 

 低温 MFXCT による、永久凍土氷のその場観察を行う。氷試料の内部微細構造を可視化し、介在物（気泡、

ブライン、固体微粒子）の 3 次元分布を明らかにする。 

３）顕微ラマン分光法による氷中介在物の直接分析 

 氷床氷コア分析用に開発されたラマン分光システムを応用して、地下氷内介在物の直接（氷を融かすこと

なく）分析を行う。顕微解析することで、数マイクロメートルの空間分解能で、特定領域（介在物）の化学

状態を同定する。 

４）氷含有物の走査型電子顕微鏡（SEM）観察 

 地下氷試料を低温環境で完全に昇華させた後、残余物（非揮発性含有物）の SEM 観察を行う。残留微粒

子の形態を調べると同時に、エネルギー分散型 X 線分析（EDS）による元素分析を実施する。 

 上記実験の結果を総合的に解析することで、地下氷体構造の全体像を把握し、その成因や履歴を考察する。 

※ 派遣期間中は、上記解析の予備実験の結果を現地共同研究者に報告し、今後の研究の進め方を議論す

る。また、本格的な解析を始めるための低温室作業（氷試料の目視観察・記録、測定用氷の切り出し・下処

理、サンプルを日本へ持ち帰るための梱包等）を行う。 

（２）研究の特色・独創的な点 

① これまでの先行研究等があれば、それらと比較して、本研究の特色、着眼点、独創的な点を記述して下さい。 
② 国内外の関連する研究の中での当該研究の位置づけ、意義を記述して下さい。 

① 学術的な特色・独創的な点 

 本研究の特色は、エドマ氷体の構造および形成過程の解明という課題に対して、実験物理化学的アプロー

チを試みる点である。これまでになされた永久凍土地下氷の性状研究の多くは、旧ソ連の研究者が 20 世紀

に行った地質学的調査（主に氷薄片の目視観察）に基づいたものであり（e.g. P. A. Shumskii ed., Principles of 

Structural Glaciology, 1964）、その後大きな進展は見られていない。本研究では、マテリアルサイエンスの分

野で発達した近代的な実験手法を天然地下氷の研究に積極的に応用することで、その基礎物性の詳細を調べ

ることが可能であり、この点に独自性がある。 
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② 予想される結果と意義 

 本研究によって、永久凍土地下氷の構造・物理化学的特性の詳細が明らかになるので、エドマ層の成因や

履歴についての理解が進む。研究成果は、エドマ層の現状や今後の気候変動に対する応答を理解・予測する

ために有用な基礎的な知見を与えるものであり、永久凍土地下氷コアを用いた古環境復元の高度化にも資す

るものである。 

※ 現地共同研究者による、同一地下氷試料に対する古環境解析（酸素・水素同位体比、イオン分析、年

代測定等）も予定されている。 

【本派遣支援の今後の北極環境研究に対する貢献】 

（１）派遣支援先選定理由 

申請者のこれまでの研究をふまえ、派遣支援先機関（受入研究者）を選んだ経緯、理由を記述して下さい。 

 永久凍土の研究者が多数在籍することに加え、地理的にフィールド調査（サンプリング）の拠点になるこ

とから、国際北極圏研究センターを派遣支援先機関に選んだ。 

（２）申請者の研究、将来の北極環境研究に対する貢献 

①派遣先で研究する必要性や意義、自分の研究に対してどのように役に立つのか記述して下さい。 

②派遣期間終了後、派遣先の研究機関や研究者とどのようなつながりをもつ予定かを記述してください。また、本派遣支援が将来の北極
環境研究にどのように貢献するかを述べて下さい。 

① 自身の研究に対するメリット 

 申請者はアラスカにおける長期的な研究を考えているので（下記②参照）、本派遣はそのための足掛かりに

なるものと期待している。 

② 派遣期間終了後の予定 

 本派遣終了後も派遣先との永久凍土地下氷に関する共同研究を継続する。本派遣中に受入研究者はもちろ

ん、様々な専門性を有する現地北極圏研究者やスタッフとの交流を深め、より総合的なエドマ研究に発展さ

せたい。 

【準備状況】 

①派遣支援先機関（受入研究者）との連絡，研究実施に対する準備状況を記述してください。また、具体的なやりとりの電子メールなど準

備状況を示すものを添付してください。 
②派遣先研究機関において研究を実施するためのコミュニケーション能力についても記述してください。TOEFLなどの点数があれば引用し
てください。ただし、その場合にはどのようなテストなのか（iTB、PBTなど）、いつの結果なのかを明確にしてください。 

① 派遣支援先機関（受入研究者）との連絡，研究実施に対する準備状況 

申請者は派遣支援先機関に本研究への協力を仰ぎ、

すでに受入研究者から正式な承諾を得ている（添付

Invitation Letter参照）。 

 受入研究者のサポートの元、申請者は今年の8月から

9月にかけてアラスカに滞在し、Fox永久凍土トンネル、

Prudhoe Bay近郊アイスウェッジ、BarrowおよびTeller

近郊エドマ層露頭の現地視察を行うとともに、本研究

に用いる地下氷のサンプリングを行う予定である（図

３）。採取した氷試料の一部を日本へ持ち帰り、本派遣

に向けて予備的な解析を行う（研究計画参照）。 

② 研究を実施するためのコミュニケーション能力 

・北米（アメリカ/カナダ）研究留学歴4年 

・TOEIC 850点（2011年10月） 
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図３．アラスカ永久凍土地下氷試料の採取予定地。
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